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お茶由来のサポニ ンの抗肥満作用
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『目的亅お茶の抗肥満作用の 活性成分 ，サポ ニ ン に つ い て抗肥満作用 の 実験 を行 っ た の で報告する 。

『方法』ICR系雌性 マ ウ ス に市販の 固形飼料 をH 週 間摂取させ，「普通食群，10匹」 とした 。 次に

牛脂を40％含む高脂肪食を摂取させ
， 「高脂肪食群，14匹」と した 。 高脂肪食投 与と共に，お茶由

来の サポ ニ ン （飼料中に05 ％含む）を添加 して 「サポニ ン 投与群，12匹」 とした。飼育期間中，

マ ウ ス の 体重，摂食量を測定 し た 。 飼育終 ∫後，エ ー
テ ル 麻酔下 で 開腹し，子宮傍脂肪組織 を採取

して 重量を測定し，脂肪組織 を2％オス ミ ウ ム酸で 固定 して脂肪細胞 直径 を測定 した 。

一
方，お茶

の サ ポ ニ ン の 抗肥満作用機序の 検討 は 膵 リパ ーゼ活性を測定する こ とに よ り行っ た 。

『結果及び結論』高脂肪食は体重や子宮傍脂肪組織重量 を顕著に増加し，肥満を誘導した 。 お茶の

サポニ ン 投与は高脂肪食群と比較 して 体重や 子宮傍脂肪組織重量を有意に低下 させ，肥満を改善し

た。脂肪細胞直径に つ い て はお茶 の サポニ ン 投与 は高脂肪食に 比 べ て有意に低下 した。膵リパ ーゼ

活性 は サポニ ン の 添加に よ っ て濃度依存的に阻害された 。 ウ
ー

ロ ン 茶，緑茶 ， 紅茶の サ ポニ ン 分画

は 三 者とも膵リパ ーゼ を阻害 したが，ウ
ー

ロ ン 茶 の サ ポ ニ ン 分画 の 方が より強か っ た 。 こ の よ うな

成績か ら
，

お茶の 抗肥満作用 は お茶に含まれるサポ ニ ン の膵リパ ーゼ 阻害作用に よる もの と考えら

れ る Q

一51一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


